
令和 7（2025）年度 

編入学・転入学 

 

リベラルアーツ文化専攻 

小 論 文 問 題 

 

各問いについて 300～400 字で答えなさい。 

 

１．左下の図は、1987 年から 2023 年まで 10 回開催されているラグビー・ワールドカップに 5 回以上出

場している国を示したものである。また、右下の図は旧宗主国であるイギリスの国王をその国の君主と

している独立国家である「コモンウェルス・レルム」を示したものである。この図を参考に、イギリス

とラグビーとの歴史的展開について考えなさい。ちなみにラグビーは 1845 年にイギリスのパブリック

スクールの一つラグビー校でルール成立、1871 年にラグビーユニオン創設のスポーツである。 

  

２．近年、人口汎用知能（Artificial General Intelligence：AGI）の実現可能性が近づいてきていると言わ

れている。AGI の特長として新たな情報やデータを取り入れて自己進化することのできる学習能力を

備え、さらに複雑な情報を分析し最適な選択肢を選び出すいわば意思決定能力を持つことが挙げられ

る。そして、AGI がさらに進化していくと社会や科学技術は人間が理解できない速度で変化し、進歩

したシンギュラリティが起こると言われている。 

さて、平野啓一郎は、公式サイトに次のようなメッセージを掲載している。 

 

   未来について考えることは、気候変動や人口減少など、現代の喫緊の課題になっています。AI や

ロボットが普及してゆくと、一体何の職業が残るのか？ 

しかし、最も重要なことは、その時代の人間の「心」です。私たちは一体、何を感じ、考えながら

生きてゆくのか？ そして、「本心」について考えることは、社会全体について考えることに直結し

ます。なぜなら、私たちがある社会システムを「是」とするのは、究極的には、それを「本心」から

受け容れ、肯定している場合だからです。ところで、「本心」とは何なのでしょうか？ 

（「本心」『平野啓一郎公式サイト』https://k-hirano.com/honshin より引用） 

  

https://k-hirano.com/honshin


  それでは、シンギュラリティの起きた時代、私たちはどう生きているだろうか、考えを書きなさい。 

 

３．下のグラフは、2014 年度から 2023 年度までの北海道への訪日外国人来道者数の多い 7 か国とヨー

ロッパの来道者数推移を、また、その右は訪日外国人来道者数の総数を示したものである。 

北海道ではアドベンチャートラベル（AT）における注目度が高まっており、今後、欧米豪などから

訪れる AT 顧客の増加が予想される。一方で、自然環境と観光の調和、オーバーツーリズムなどの課題

もある。今後の北海道観光はどのようにすれば持続可能な発展が見込めるか、考えを書きなさい。 

 

 

４．CNN（1）によると 2024 年 3 月、人類の活動がいかに深く地球を変えたかを反映するため「人新

世」と呼ばれる新たな地質時代を設ける提案について、国際地質科学連合（ＩＵＧＳ）が否決したこ

とが分かった。人新世とは、ドイツ人化学者パウル・クルッツェンとアメリカ人生態学者ユージン・

ストーマーの提唱した「人類の時代」という意味の新しい時代区分である。産業革命以後の約 200 年

間に人類がもたらした森林破壊や気候変動の影響はあまりにも大きい。そのため、完新世の次の地質

時代を表す言葉として、人類の繁栄した時代を表す人新世が提唱された。 

東京大大気海洋研究所の横山祐典教授は、「提案は否決されたが、人類の活動が 1950 年代を境に、

地球全体の環境に影響を及ぼしていることはゆるがない」(2)と述べている。 

  それでは、人類の活動がもたらした地球環境への影響問題を一つとりあげ、その問題の原因とどの

ようにしたらその問題を解決できるのか、考えを書きなさい。 

(1)「新たな地質時代『人新世』の創設案を否決、時期尚早か 国際学会」『CNN.co.jp』 

https://www.cnn.co.jp/fringe/35216152.html 

（2）「人新世」提案を否決 人類の痕跡示す地質時代区分―国際学会」『JIJI.COM』 

https://www.jiji.com/jc/article?k=2024030601111&g=soc#goog_rewarded 
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年 度 総数 

2014 1,541,300  

2015 2,080,000  

2016 2,301,200  

2017 2,792,100  

2018 3,115,000 

2019 2,442,000  

2020 － 

2021 － 

2022 692,200  

2023 2,341,600  

https://www.cnn.co.jp/fringe/35216152.html
https://www.jiji.com/jc/article?k=2024030601111&g=soc#goog_rewarded


202５（令和７）年度  

札幌大学転入学・編入学試験 

リベラルアーツ専攻 

 

【出題意図】 

 リベラルアーツ専攻での教育は、諸科学に親しみ、世界を視野に地域やビジネスの課

題を解決するための理解力や対話力、行動力を身につけることを目標にしています。 

そこで、①基礎的な知識、②社会的関心、③課題内容を読み解く力、④課題に対する

思考力、⑤自らの考えを論理的に表現する力を、総合的にみるため論述式で出題してい

ます。 

 

設問に共通した評価観点は次の通りです。 

・課題内容を適切に読み取れているか 

・自らの考えを導くための具体的な根拠を示しているか 

・回答文を所定の分量に収めるとともに、適切な文章表現をしているか 

 

設問ごとの出題意図は次の通りです。 

問 1．ラグビーの歴史的展開についての読解力と思考力をみる 

問 2．人工知能の進展による社会生活変容についての関心度と論理的表現力をみる 

問 3．北海道観光にかかる課題文とデータについての読解力と思考力をみる 

問 4．環境問題についての関心度と論理的表現力をみる 
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